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ロータリーソング ｢それでこそロータリー｣ 

来客紹介 親睦委員会 

会長時間 

幹事報告 

委員会・同好会報告 

ニコニコ箱の時間 ニコニコ委員会 

卓話時間 『退任挨拶Part３』 理事役員委員長 

 
横浜緑ＲＣ会長からメールをいただきました。『豪雨災害の寄付金を２７

名の高校生の奨学金として使っていただいている事を知り、私たちの思い

が伝わったのだなと確信いたしました。 

また、５０周年にご招待いただきありがとうございました。来年５０周年を

控えており参考にと思いましたが、５０周年に対する取り組み姿勢そのも

のを正さなければと思い知らされました。来年３月５日ですのでお越しくだ

さい』との事でした。 

先週は本年度の５０周年記念事業以外の事業の紹介をいたしましたが、

改めて５０周年関連事業以外で１０もの事業があったのかと驚きました。

今日は５０周年事業について話します。 

ご存知の通り５０周年の代表的な事業は４つの事業があります。 

まず豪雨災害関連の二つ。被災高校生に対する奨学金事業と海田駐

屯地での花火です。奨学金事業は以前東日本大地震の時にも行って

おりましたが今回は近場での災害である事とアスチカの様な被災者組織

が無かったため藤原奨学育英委員長と塩本幹事が手分けして一校一

校に電話で問い合わせ、該当者がいないかを調べました。中には全く協

力的でない高校もあり苦労をお掛けしましたが２７名の高校生に奨学金

を支給し始める事が出来ました。 

そして、何故、花火大会を行ったのかと言いますと豪雨被災地の熊野に

工場がある広島で唯一の花火屋さんが被災したうえ予定されていた花

火大会の殆どが中止になり大変お困りであるとの事が新聞に載っていた

事からが始まりでした。当初は被災支援で花火はどうなのか！という声も

ありましたが、花火には亡くなった方への鎮魂の意味があり、東北の震災

の際も被災地で一斉に花火を上げ犠牲者の鎮魂を祈ったという前例も

あることと毎年行われていた自衛隊の花火大会も被災地の復旧作業の

為、中止になったことから自衛隊の方々の活躍への感謝の気持ちも含め

海田駐屯地でやる事を決定いたしました。花火を上げると決定してから

は坪内理事、樽本委員長が自衛隊との打ち合わせなど大変ご苦労をお

掛けしました。 

当日は私のせいで小雨が少しパラついたものの委員会メンバーの力で雨

を遠ざけていただいて大盛況の中で花火が打ち上げられました。その時

は京都伏見の事業として石巻の子供達も招き花火に願いを込めて短冊

に書いてもらいました。京都伏見の方からは、いい共同事業が出来まし

たと喜んでいただきました。 

３つ目の記念事業は、唯一当初の計画通りの記念事業でありました。

平和大通りにベニバナトチノキの植樹と平和大橋の欄干へのイサムノグ

チ氏の説明板です。これは合田副実行委員長、坪内理事、樽本委員

長そして荒本会員は市役所と色々掛け合っていただきました。そして土

井会員のお蔭でちゃんとした植樹式を行う事が出来ました。最後の一大

ｲﾍﾞﾝﾄが台湾花蓮県での水支援事業でした。 

私が軽々しくｸﾞﾛｰﾊﾞﾙをやるぞ！と言ったばっかりに森委員長の眠れない

日々が続きました。そして、たまたま陵北ＲＣとﾌﾚﾝﾄﾞｼｯﾌﾟを結んでいる台

北松山ＲＣなら出来るのではないかという事からこの事業がｽﾀｰﾄしました。

ただ、以前も話した様に単年度でのｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは大変困難で、

本年度中に申請から完成まで出来た事は奇跡的な事です。本来なら

坪内理事や森委員長が自費で現調に行かれましたが、本年度現調に

行って具体的な計画を立て、ＲＩに承認申請し、次年度で実行というのが

通常だそうです。 

しかし、私の我が儘の為森委員長に無理をしていただき本年度中である

５月の完成式に間に合わせていただきました。これには山内財団委員長

と台北松山ＲＣの崔さんのお陰でもありました。 

 
《ご案内》 

*次週は最終夜間例会並びに新会員歓迎懇親会を開催します。 

《ＢＯＸ配布物》 

*７月例会予定表 

 
次年度プログラム委員会  福永委員長 

*本日、７月の例会予定表をお配りしています。 

次年度ｸﾗﾌﾞ戦略計画委員会  島本会員 

*例会終了後、委員会を開催します。 

 
野球同好会   

*例会終了後、ｶﾞﾊﾞﾅｰ杯実行委員会を開催します。 

■本日の例会      ２０１９年６月２７日（木）   第２４０２回 

【最終例会】 

点鐘 

ロータリーソング 「手に手つないで」 

ホーム例会１００％出席表彰 

会長時間 

幹事報告 

委員会・同好会報告 

ニコニコ箱の時間 ニコニコ委員会 

点鐘 

【新会員歓迎懇親会】 

開会 

開会挨拶 ｸﾗﾌﾞ管理運営常任委員長 岡部会員 

点鐘引継ぎ式 

乾杯挨拶 幹事  塩本会員 

新会員余興 

閉会挨拶 副会長  久保(豊)会員 

閉会 

前回例会報告  ２０１９年６月２０日（木） 第２４０１回 

会長時間         会長  三保 二郎 

幹事報告            幹事  塩本 能尚 

委 員 会 報 告 

同 好 会 報 告 
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最初

おら

をかけ、副会長

ました、おかげさま

べき仕事が分か

、副幹事の仕事

年より忙しい年で

の記念事業を行

すが、立派な記念

いい経験になりま

せて一人前の副

協力によるものと深
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何と
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感謝
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の例会の会長あ

いると信じて、こ

－２００２年に副
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中山君は頂点まで

対する考えとして

が、まわりには、副

惑いました。 

事の３名には中途

けたのではと思って

派な反面教師が
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す。 

ございますが、次の

はもう傘寿になり

様には大変ご協

世界からは徐々

とがあったら、よろ
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会長

た。

事業

する

る中、８月６日に

夜には原爆ﾄﾞｰﾑ

ｰﾃｨｽﾄがﾗｲﾌﾞを

ました。それを聞い

まっていると思われ

幹事 竹内 剛

年前の就任挨拶

気持ちで退任挨

初のころは、副幹

らず、いろいろ抜

長に怒られ、会長

まで、年度の終わ

かってきました。今

事を完璧にこなせ

でしたが、その分勉

行い、盛大な記念

念誌を作り、それ

ました。 

副幹事が何とか１
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コ委員長  奨
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事・幹事 塩本
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感謝の意を表す
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こでは省略させ

副幹事をさせても

１９年度で幹事

で登りつめ、更に

ては、副幹事は

副幹事にも完成

途半端な指示し

ています。 

いたので、やって

す。今後のﾛｰﾀ

のｽﾃｯﾌﾟに行くに

ますので、今度は

協力をいただき恐

にひいていきたい

ろしくお願いします

す。 

事・会長  三保

長を仰せつかりあ

本年度は５０周

業をすべきかと久

る中で誰も出来な

に平和公園でｽﾃ

ﾑへﾌﾟﾛｼﾞｪｸｼｮﾝ
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いた５０周年事

れたかと思います

剛会員 

拶と違い、晴れ晴

拶をさせていただ

幹事の仕事を理

けがあったと反省

長に注意されなが

わりになってしまい
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せるのにと残念で
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念式典を開催し

れらに執行部の一

１年間務めあげら
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すところではありま
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ていただきます。

もらいましたが、

事をするまで１７年

に極みを目指して
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成されたことを求め
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てはいけないことに

ﾘｰ活動に活かし

には、また１７年ぐ
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恐縮ですが、今年
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保二郎会員
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久保実行委員長

ないこと、歴史に

ﾃｲｰﾋﾞｰﾜﾝﾀﾞｰに

ﾝﾏｯﾋﾟﾝｸﾞで映像

実現出来たらすご

業委員会の皆さ

すが、私たちは出
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晴れとし
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理解して

省してい

がら、一

いました

幹事に迷

でなりま

た。 

し、発行

一員とし

られまし
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出来が

年もかか

ているの

の場だと

める人が

り勉強に

について

していだ

ぐらい必

。 

年を持っ

年間でし

あり何の

長と話を

に残る事

に歌って

像を流し

ごい！と

さんはそ

出来るの

で

お

し

う

し
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予
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そ

員

そ
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会

て

式
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い

そ
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講

に
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ま
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の
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委

長
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ざ

本

内

そ

掛

が

そ

し

か
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ﾀ

転

は

か

ん

本

応

挨

では無いかと本当

お掛けし申し訳ご

してしまい計画を

なる事かと焦って

しかし、ｽﾃｲｰﾋﾞｰ

ﾞやﾗｲﾌﾞ演奏な

予想はしていまし

す。久保実行委

そんな中、冷静な

員が提案した平和

そのお陰で５０周

そして、５０周年の

会ですが岡部理

てと言うﾃｰﾏに沿

式典、祝賀会で

ですが予算が逼迫

い式典、祝賀会の

そして、記念講演

数名の講師をﾋﾟｯ

講師選定にご苦

に決まりました。そ

ていたと思われま

ました。あの時ｽﾃ

すが全く映像を変

の後、これからの

になる予定だった

ﾞらしいなとも思い

態を映し出した講

委員会の皆さんに

長会より５０周年

うございます。そ

ざいました。 

本年度、本当にま

内会員、小林会

そして、塩本幹事

掛けしました。副幹

が、楽しんでもらえ

そして久保副会長

しまれた事と思い

からだと思います。

この１年間会長職

ﾘｰの事を考えて

転換になりﾛｰﾀﾘ

は何の利害関係

か。若い会員の方

んでﾘﾗｯｸｽの場所

本年度５０周年と

応な人間を会長

挨拶とさせていただ
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久保 弘睦

■次回例会
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食事 幕の

当に思っていました

ございませんでし

練り直し始めた時

ていた事を覚えて

ｰﾜﾝﾀﾞｰは無理に

ら出来るのでは

たが、つくづく広

員長もその時点

な塩本幹事は何

和大橋の銘板は

年の事業の一つ

のﾒｲﾝｲﾍﾞﾝﾄであ

事、小林委員長

ってＡＩに焦点を

は先進的で手の

迫していた為、妥

の演出をしていた

演もやはりＡＩの話

ｯｸｱｯﾌﾟされ座談

労され、結局ご

そして、講演当日

したが、さすが田

ﾃｰｼﾞﾊﾞｯｸに講師

変える事が出来な

時代は、とかＡＩ

と思います。しか

いました。当ｸﾗﾌ

講演だったのでは

にも本当にお世

年にご寄付いただ

して、陰で大変

まとまりのない正

員、堤会員本当

事は目立ちません

幹事も、幹事も

えなかったのでは

長兼、５０周年実

ます。しかし、そ

。ありがとうござい

職をさせていただ

ていたら仕事の事

ｰはﾘﾗｯｸｽ出来

もない友人たち
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所にしていただけ
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ています。 

にしても原爆ﾄﾞｰ

はと思っていました

島の行政の事な

点で燃え尽きてい

何にも出来なかっ

はやることにしま

つは早くから決ま

ある４月２４日の

長は当初からｸﾗ

当てて考えてい

の込んだ企画も

妥協に妥協を重
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話をしてもらおうと

談会形式とか対

ご存知の通り田原

日。それまで多分

田原総一郎氏、

師名と題名が映
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Ｉは人間を超える

かし、私としては、
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はないかと思いま
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だいたお蔭でいい

ご苦労をお掛け

正副の中で副幹

当にお世話にな
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もﾛｰﾀﾘｰの役の中
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実行委員長。本
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だいたお陰で新し

事から頭が離れ

来る所である事に
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みのある大切な年

いた事を皆さん
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が始まる寸前だっ
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たがことごとく無理

なかれ主義にはが

いたのではないで

ったらいけないので

しょう。と言ってく

りました。 

の記念講演、式典

ﾗﾌﾞの新たな時代

ただきました。

も考えていただい

重ねた上でしたが

計画されていま

談形式とか考え

原総一郎氏と山
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。本来のｼﾅﾘｵで

るのか！など興味

、あれはあれでﾛ

０歳以上ありﾛｰ

ました。当日は式

とうございました。

い式典となりました

けした逢坂さんあ

幹事を務めていた

りました。 

れない様に色々

中では楽しい役

なく思います。

本当に我が儘を

会長職を支えよう

しい発見がありま

れる事で、すごく良

に気づかされまし

合えるからではな

けられた時はしっ

。 

年度に私のような
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全て頓挫

ったのでど
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理でした。

がっかりで

でしょうか。
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典、祝賀

代に向け
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山本覚氏

合わせされ
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たと思いま
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ｰﾀﾘｰの実

式典懇親

。また、会

た。ありが
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ただいた竹

苦労をお

役の筈です

通され楽

うとの思い

ました。ﾛｰ
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した。これ

いでしょう
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な分不相
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